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域 域 域 策 策 活 青 青
産 産 産 推 推 振 少 少
業 業 業 進 進 興 年 年
課 課 課 室 室 課 室 室

を
廃
止
す
る
規
則

（ （ （
道 道 農
路 路 村
整 整 振
備 備 興 発行
課 課 課

北 海 道
（総務部法制文書課）

） ） ） ） ） ） ）

五 五 五 五 五 五 五
一 一 一 一 〇 〇 〇
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６ 道 納

環
階日

地

部前
活午

生）
境水

１
号時
会

等か の 税る 分

室
議分

免 に

規

課当業

る相事

係に税

額 に 第無金 ５ 則、数 の

効

相 とを

。

。
各るすり

す切 条当

を
り者
よた

にし
定）

規
定

消ま目 務 す 方条丁 財 付

定 と 税の 則 こ 費で 規 る
。 以昭め



３
非 請た款 定

申特代主定

者 あ利事記 営 のるに 表
動 っ活務載

北 海

２
非 請た款 定

申特代主定

者 あ利事記 営 のるに 表
動 っ活務載

道 公 報

に 表 非

た款 定
特代主定

動
活務載 者 利事記 営る

第

立１ 北

特の 海

定認平 道

非証成申 告 こ

営の 示請 の

利申年 第

の

入

活請 札

動が月あ の

促あ 号っ 執
行進っ日

号

詳

イ
平所細

成は
十、
四在入
年札
十

年人のれ 法 たの所さ 説

地的

名在目 月の氏所た
本

る育平バ町空

日称名
ズ郡法

こて成ン中知

と、

雄沢は

で病年勇栗人

自ん

法 たの所さ

然だ月町、

目 月の氏所た 年人のれ
対法為

日称名地的

名在
山幌こし」に

平日瀬札

園市のてをよ

成本

いて

年芸和南法、用っ

療子区人私

所さ

月法、常はたて、

目

の氏所た 人のれ 法の
札動保を

称名地的

名在

的

川村幌こを全目

新木
手法じをと

マ市の通等
る

ン義稲人、行す

リ定

の

は法たた
会区は海な

年 、

同日

開成、月 公平で

す

成

律２平

。法第

る年条
第項
７の
号規年

）定
第に月

二明

月地書

十に

日

号
番番

便話。

郵電る
よ

号

火

曜－－

日－

人と日本護

と心７東介
祉

間身町福

の体

の要

り能地必

係機番を
と

合の
い回

て

解目全

理をる

を復す

、心
博し人

、との

し的

心の人と

７士谷盤、ち

会条身身と体

日協口５
丁障に物障

２に近植の

る結を

、目害あを害

博

の
る物付き

船番あ植び除

々利、ま

直人をけ、

地
びし物、

、及用植た

樹

、難い。

田一たを植

吉

害

条洋故災

４海事、

曙
け止援

丁お防救

１にの
境

番組び環

１る及、

目
な並全

号的助保

７織救

６

ン海与

ラに寄

ボびに

よ
項す北

１告
第公

条り日

に事

定知

規。道

のる海

の
次
、
り堀

よ

札
央線 中内 市

幌
区
北－
３

すが

愛ま々

目
丁
６
西
条

を住

心。、

の
事記

るに 表
た款

代主定

般育物

次民芸る触

榮市園てに
６

に療行れ
営 の に非 請 款定

定申特

境こ

ィ環る

テ浜す

利 記

５
活のと

ア

る 表 非 請た 定
申特代主

設
り也

お
と達

利事 営 の

４
非 請た款 定

申特代主定

載 者 利事記 営 のるに 表

目

氏所た

のれ

の所さ

務
空奈路美再ま

名地的

在
知井こ」唄発ち

工

）しく

郡江の）市見づ

動 っ活 載

あ

克奈町法の

目月の た年人 れ法 た

さ
地な行動平日

的日称
名

一

こ域立いし成本

のに場、、

務 者 あ

法住で心福年直

年人の 法 たの所 動 っ活
日称名地

名在 月の氏所

ア田達

経るじ平ケ竹伊

ネ市

済ベて成

のラ寄

載 者 あ

破ル与年ッ志山

れ 法 たの所さ 動 っ活務
在目 月の氏所た 年人の

北桝札経

日称名地的

名

現

に成海谷幌こた

活平
道市の お

みれと
け年ベ嘉西法在

り

たがに

れれも

なそと

住こに

彦井商人沿の、

会、の民の係

江工は線

域る

字内日３が地わ

町
井一１体を事

奈本市一

いなれを

江長町と訪業

町

直滝っる通

線川て人じ

地と、 地道市、々て 番

路、
砂域の豊

線

通川の交か

人む、豊祉

ま

は人地かの月道

、た域に発
れにづ

高ちのふ展日ち
り

化と年あ寄く

齢ひお
ひりのす研

がり寄い与
るこ会

みとのある究

進

域を

核が護地と

、り介
会的

族互子社目

家相や

ト津下
化扶育

壊ーす

にシる月・町

伊 よ共こ

地 貧国を番 る和と日達

困の目

と復的
。

二、る

うにす

い興と

人で
痛び

苦及
の化

重文

ラ宏区 る

ー似、、

福月ル琴はも
ェ射

の日シ３チ放

祉８

ノに

進会１リ能

増協条

与１イる

寄目ブよ

に丁
原体

す番リ身

る

事の

こ－発へ

と

故苦

やでに

域続人

地継、
を

地

でよい

宅るし

居き優

ぎ必支

ら、域

安う

四と要援

二

に

かー造

豊サ創

心なの

徴を恵

称市特流な

なビ

、
直井資じを

一奈、はみ

道町を、感

線江源め共

の支目す

が助てをと

、

となし。

む心援指る

進

経

、等を活

で対どて

中

通
てを

っ流
負交

背済
を

い

と数と

的らみ

目号かし 努
。をの

る間国

す年、 を共

が動、

活活め

生ス
さう生

保行生

確



１

にめ契

平資平者定
るに

成格成

平 必る 及

成 年び年要も

十 委度なの

四 月託に資と

年 業お格す

十 日務いはる

北 海

規 北

地定 海

に 道

よ
方
告

り
自
示

、
治
第

一
法
施
般 行
競 号

争
令

道 公 報

８
非 請た款 定

申特代主定

者 あ利事記 営 のるに 表
動 っ活務載

第

に 表 非

た款 定
特代主定

動
活務載 者 利事記 営る

号

７
っ

あ
の

請
申

二 のて、。約

月 種道

十 類がに

日

結め成

締定平

しる
よも年

うの

火 とと月

すし

曜

当に

る、日

日 に該一

に
和札

昭入

の者
第る

令す
政加

年参

企晴育
し一興必
号 画らむ振に

子な
以 実さ助、要

。 、
さ

す伝な供資
下 施をと

所た 年人のれ 法 たの所

称名地的

名在目 月の氏
山幌こ

に生平デ土札

日
フ市の

生活成・

きの

ル優央人

る質年ァ中法

こ的

法の所さ

と向月ク区は

名在目

の氏所た 人のれ

村札エるやを

称名地的

ず山幌ルこそす

あ

っを。

ま市ムのゆれる

イ人く必そ

し東中ハ法

た

区ツはり要し

家平央

あす成

しと平
日

月
年

える
る。年

地

に争

め約競

定契般

域月

調の

北約り札

契よ入

る

知るを告

道係達公

海に
競役う

般る行

事一すを

札種イ

入のサ

争務リ

堀

るよ健を
政 るえるの格

育め
」 にとう全定

令 事

い りに広成た
と よ共幅

近子活寄う 身、いに。

文にをす） な供動与。

化と展る第

とっ開事

て豊、目の

してしを条

企南、
のか文的５

が上

音 可に日画

朗

な与西と

能寄条楽

街す

１中

くこ目を

づる丁読

提目５と

をを番心

りと

た

言的－し

・と

コ

、ととて
践るン 号 実す

るの

６号精生すそ

南１

動

西障る多活

条室神き
害」く

目のい市通

丁者とのを

番イ価とて

５ラう民し

フ値共、
ざ

タをすた

号ス観有持

ル他たる

イ、る

社
寄
に
展
発
・

成
形

の
会日

はル

達に類ク

こ
る
す
与

連

也加、関

参

行組す

をアイウ

す

格格小

合る う資中資中
法 小 こ
有有業

同律 企 とをを企

感・す１

楽な化と第

が

を術。の

さ性芸る項

し

４

素

審 提提の

格再次

アイ資
の 先先ず 請 査 出出い 申

を

市ト

、ー

し。サ

のれ

３

民
本審

に資格申受申

究資

てがの付 い金査請請

つ

申のの

豊

中障のも

ののめ者
業

２

あ者動か

に害活

の政政。道平過

資次と

２ 格令 い令が成去

第 ず第行
う年年 れ

間 指 に

的
目
を
と

条 業 の
務

資役

るる協

第 等昭 ですす等

る者者同

４ 協和 き

号 同
当あ合

に 組年 。ので組
第

げ 法律 該る法

掲 合法

る第 資も

昭 格の３ 企 にに条

係限第号 業 和

） 組
法 営。号第 合 年 るる４

再 のの

除 律 業）に３ を

請由該

在に 申 名事 所か

先け北郵電る
す
当

称地
道番番で

のれ海便話者

済引

示な経号号、

指ば
にら

き よな部

き

りい産－－続

作。業

請時 時方 務

の

を期 円 託時期間法 万 委

び資で午関資 上 受及 以
営 、方格の前す格 の け

法査 利 実法審間９る審

のしか律の 法 施査に時

た申なら申 人 し

和は あ 実請け午昭請 で

要

る 績はれ後

お の の も名月に 条 条
該競

て 第 第 件当争日い ４ ４
項 る札前、 ２ １ す入直
関道又 の に こにの国 項

地 定 定 。す税は 規 規 と

公 よ る指滞方 に するを
団 競 でをし共 り 者名納

産リ下リ

格類
種

な停て

業ササ
」ル

積ク格ク

集イ資イ

性連い連

能関と関

可ル

く 第 をを掲条

調産う産

相変げ第
１ 。 続更る

業第 ）で 、し企 号項 ）
３る 併も組７ 第あ 合た
格 は又に 条資 又の合号

を

譲は掲 に

四

有

渡中げ 規

三

る

よ企協 すす

に小る 定

資

継団組 中者

り業業 る

－ 成政

し策格
を た推北

得

札う 内 請室道よ

申進海

す

類幌と 線 書
を市

者

提中－る

出央

は

条格

こ３資

る北、

す区

、
と

が、ば５
法に と あ平な時年次 こ

なで律掲 。 る成らま

こ
と年い第げ
る 。土 。

申

日請 号 月曜
）
規 日類 に 日、書

及出 す ）日提 定 火曜の

い止い体 争

らび先 る か

とれいら 札 こさなか 入
参

いと廃 の 。てこ、 へ
排

こ又 を

い物 加

な。棄

て

イ れ

サ さ

。リ 除

とは

集）集

査業。業

ル い

ク

託能能

委可可

務積積

業
業業

査査

約調調

契性性

合 で

関
に

託託

委委

務務

あ の

しので 企そ

承体 小

資 成

者織 等る 構

た組 業

査

に西審

同員関格
に 協 わ申

行目再

り丁の

よ６

国に 休

な請

日
除 の当 を 日民、

に出 。 ）日提 く 火祝該 調 な

る で

係 者

に る

） ま

格
資
る

す

こ研
査 い

以



４

海海札入入開開

北北入

札経行札札札札

道道執

市部場場日場日

幌済の

央業及所時所時

中産所

北 海

関

２３

契納札成る約

入平す契
資条

リ調
サ達に

をを

イを約入参年格項

期場す海有示

クす加北
る場

関役る道すす

ルる
連務間所者告

道 公 報

１ 北

次 海

の平入 道

と成札調

資

告

に達

格

お 示 を

り年付を 第

すす

有

一 す

般月るる る

事役 競 号 者
が争日項務

第

５６

格資資に有資

作資約資
は

格効 しの格係格格

成

有一１の の期 た有のる
の 請期効般の 有間 申効

喪 効
及間争に 期更

書間期競

類

号

を再再

平申 有申

成す請
十るを 請
四の 者し
年

方 でよ
十

北策日

区政び

そう

海成にに

３推時北北平
同同

条進海

西室道道

。。

６札庁年じじ

丁幌別

目市館月

中９
会前

北用午

区共
央階日

必第と

産のに示こ所

３

。

業仕
集様契入要

積等約札な

能結明格に

可締説資号

調札日に定

性入の書規

業明らるる

査説かよす
イ

一に成サ

務書平。リ

式よ

規称

に札名

２入の

る数

す下び

定以及

い

件と

要」

格札

資入量

は入新定失
当。

該う

に

のる

提当、札め

をび間

札約

し期格落契

出該資
定係

けの有決に

な間を
日も

ば新るのる

れ更す
でで

ら続認まの

な手と

。旨する

いたとあ

なめ

二の法と

月構す

十成る

日

しの

更３

変、

をは

員者

火

もの

た

曜

請

の申

日書

条議

ル

る年ク

目
丁

７
西室時

連

月関

。３

性
能
可
積

で集

ま業

日産

施

い実

なを

し）

業
査
調

な。道

とる海

とす北

こ
資
、
は
き堀

と
た事

っ知

が有

知、

通。め

のるた

か更

日の

た間

っ期

あ効
行

の、

１は

ら新

当
、
に
先

出
提

の
類

にわ 指
の
先
出
提
該

所のの

者契ここ

イアイ

札

札あに入入

落で約名

とかす及の 在 者る関札

に
託
委
務

当

開に入る捨税相

号ア

た業す

札掲札落額て事

額加金者る

の札 げ金を

達

入に算額で金

時決 る

。
う
失也

を
格

７８９
約

郵郵落財て契要そ

っ

等又者札書

務 便便札入

の 則 にはの作

規

報定効の

第 よ電決有成

６
契
る。

めい

定な

る

証入。札交交

保第う入

金札）説
書 の を保第明付付 条

納証

の場方 ７

５

り
よ
に
示

付金

入
保に

下 札 札
入以

契行

なをるび執

加
消 参

たし務約は

っ申事称地
北郵電、公

者出をは、

こ当海便話調開

はる担

る

落とす道番番達す

、

済続。

札。る経号号手

決組

の 定織部

止

後の産－－停

速名業

等 － や称政

おに 札係し）あ額

に定

か入

い当 及るたをるを

額っ免札

てた び消金も

て の税て税書

、っ こ費

２

業記

には 公額当落事に

金価者載

規、 告等該札

定取額格です

定入 にの

る書 め扱にとある

す札

かと

資に るい１するこ

札未のを。

格記 入円る

を載

入に方な要

る札 第 札よ法入否他 条
規 はる の 札限 項 入に １

し よ

めを に

認） 定 、。

条

を め

。者 定

いた り

な

納付所法 びか すの交 及

こ付に 北ら る

関 海 との道

海海の 財 。免条す北北

、で事道道場 務 除まる

済で 則
納の項札経所 規
方め市部交

付定幌
央業す 和

法る中産付 昭
等と

はこ区政る

と
」 う
等 金よ

税 し
証費

、
） は

。 者
う る

い す
と

が

含 の
を 者

額 の
当 そ

相

か及策

有 にび推北

り
内 費在室道得

消所進海

等幌。 線 税地札る

の市

課中－

税央

あ西

で条

者３

業北

事区

関の、わ

有さ に満で問
札、

なた す端入ず

しれ

者額 条がに見

い金 る数

にる加も

のに 件あ参積
るた た該 違とすっ し当

札額 しは者契 入金 反き
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法の年 第

年

売

許 市

昭可月 場

月 和及 号 の

び日 名

道 公 報

と１２３ 北

北お 海

海り平廃卸取 道

道卸成 告

止売扱 地売 示

方業年業品 第

年者目 卸務
売の月のの 月 市廃 号

場止日名部

第

許廃地開

許
を１２３４
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に律

書法

明年

る

第
）

。号

出模

会６届規

定
規

の
条

っ店
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氏１

は
又本４
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０
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６
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２
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保島 が に知 う通 よ在 る
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す図す

と

に分る立

類
書
係

関
び）

る限採は

備よに伐木

防

）定該

。を当

。る種、
す

在
。所

いの
な木

め立

。略て

以る省い村

市
る

上

に林

も、覧有

のし縦国

す図す次

との供。

のそ
）に

。及。図

る面るの

立

類分

書部

係す

関示

び

によに伐木

禁分に分る
る種、

す限る限採は

止

定該

。。。を当

るる。

。所
いの
な木

め立

））

備

村防

市
る
す

在

図
の

次
。
林
有

国

四に

八

産
水
道

海
北

を

分
部
す

示

北限

をに

市
る
係

に
村

町

に
村

町

産
水）

道。

海る

）
。
る

限
に

市
る

係



８

林保場指

平 次務安所

成 定 の部林

十 と次治予

四 の おの山定

年 り図課森

十 と」及林

北 海

アイ

主主村間 定
立町立

指指
施のの 伐伐森伐

定木木

し整係 の伐伐 はと林に

択て備る 採採 業、

道 公 報

７

次務安所

林保場

の部林

課森

おの山定

と次治予

と」及林

り図

第

アイ
木 次大そ主村間

立町立
に

のの の滝の伐森伐

木

し整係 伐伐 森村他と林

林の

に国森て備る 採採

号

６
予

定 林定

安所
保場指指

目

林業 森の 定施

二 す及びの

月 るび上所

十 。ノ在的

日

砂

と役沙つ土

の町
次国

郡 りにての

流 お場い

火

高 はえの出

日 」備次流

曜

字 省いに防

町 、置図の

日

計森 目のの

日 略て示備

度

に採画林 方限 要伐伐
す定、

的件法よをでは
と

土こるの

。るめ次

る
で伐り

のが準お

砂と標
る

のる齢す

出き期と

流

及びの

備木上。

防立以

。滝在

るび大所

す
の役

次村
と場檜する

郡 り備）、 部 山 おに。
分
に 上 」え、

は置限 ノ

、い
略縦１ 。 町 省てるの 国

つ有林伐計森 のの

） 字

は度

い林に採画林 方限

いす定、

法て。つをで
るの

、のてるめ次

は次
木に、と標と

立図はこ
伐で伐り

の示主が準お
齢す

採部にき期と

伐す
禁にる立以る

を分係る

所

要 の目

止限伐木上。

か

郡の

珠源

有水

在的件

村養

滝ん

大

、覧部
高 し縦す

国

そに分

の供に ・

図す限

））
１ 及。。

の 面るる

関

・ び
係

を
類６

書の

該と
当の

、も
はの

北以

る
す
在
所
の。
木る

立す

、 汐 し覧、

村
町
市

吹 、に
そ供、 のす

のの 図る

地

面。、 １２

及）

先次

関の、 び

図 係国

を。示１ 類林
にの 書有

北次す、

る。種、も

する採はの
立す

定該と

。）を当の
在
。所
いの。

な木る

め の
次

。
林

有

村
町
市
る
す

上

る
限
に
分
部
す
示
に
図

産に

水筆

道３

海
アイ

木 主主村間 定
立町立

指

林に 施のの 伐伐森伐

木

市
る
係
に

はと

立次務安所

林保場指

イ

定 木の部林

部

おの山定

のと次治予

海の
限、

水２ にに

道図の 分

産示
ア

主村間 定

所立町

場指指

に 施の伐伐森伐

定木主

９

市
る
係
に

はと林

林保

イ

町立次務安

木 村間の部林

の山定

の 森伐と次治予

）
。

林にお

ア
施の伐伐

木主主 定
立
指

採 業、し整係 伐伐 はと

伐計森 のの

択て備る 採

は度

に採画林 方限 要伐

次

るす定、

件法よをで
お

と標と

こるの

。るめ
齢す

き期と

で伐り

が準

及林 採り図課森の 伐

る

所 限
す及びの目 の
と」

度。取在的

るび平

冠砂

と場新土

の役
次町

」え新流

り備郡の

おに

の伐

、い町の

は置冠出

択て備る 採 業、し整係
画林 方 要伐伐計森 目の

、

的件法よをでは

に採
こるの

。るめ次

るす定
が準お

。砂と標と

る土
出き期と

流で伐り

）の

係り図課森 伐

のる齢す

の の

備ると」及林 採 整

るび日所 限

計森す及び

では度。高在

画林

場沙

め次の役

定、次町
り備

流 標とおに

るのと
は置

平 伐り」え

郡 準お

し 伐

町 齢す、い取 期と

方 要伐伐 の
択て 採 業、

。る
るす

件法よを
に採

。

立以る

る
き
で
が

と
こ

該と
当の

、も
はの
木上

の。
木る

立す

四 所

九

大備

省て字防

市
る

す
在

し覧富

略縦
、に

及）
面。

図る
のす
そ供

。

防立以る

類
書
係

関
び

と
当の
、も

はの

備木上
す

在
所
の。

木る
立す
該

。略縦字 以る省て

市
る

別

も、に気

のし覧貫 上
のそ供

とのす
及）

２ る面。

す図るの

。
立

類に 書図 係

の 関

次 び

在
所
の

木
立
該
当

、
は
木

を

市
る
係

に
村
町

市
る

す

る
係

に
村

町

産
水
道

海
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に

道分
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係
に
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道路

道しそ日

更の１２

同関ら成路

路、のか平

の線

法
条係２

類名

昭第図週年種

和２面間

項は、月

年の、一

規北般日道豊

北 海

北 ２

道
海

道路上北

告 路幌

示 の内進

第 路早

線線来平

名停

号

区場

、車取

道 公 報

２１ 北

道そ週

３

海

路の間道 道

法関、路

作

告

係一の

業

示 地

昭図般種 第

和面の類

域

は縦

年、覧 号

幌法北に道

札

第

１２ 北

石 海

平作作 号 道

成業業 ） 狩
告

種期 第 川
示開

年類間 第条 発
建に月 お 設

公平 号部

日共成 い

号

役

平次場

成のに
十と次備
四おのえ
年りと置
十

律定海の道牛

法 とおい

よ建覧頓

第に道縦下

り設に別

路道す車 ）道部供停 号
の路る場 第
供整。線

項
開及 １

を課 第
用備 条

及
域名線線

す北 の
始び

払払払

縦区勇勇勇勇

び

厚早早

場郡郡郡郡

覧払
町町町町

真真来来

所厚

進田

朝町北守

字本字字

日１
番

る

、第道す

市律海供道

建 石

設。

江路 第 、道 ） 市部 号 狩

整

か及 ２ ほ課 第 市備 条 別

て 長

規次 のび 項

か測

用 ら量年 準
、
る 次座月 す
の標

ら 第 お変か 法 と値日 同
り換
）平

第 共成 条 公
をの２ 量項年 測１

二すりて

月る」縦

十。は覧

日

、。
しる

略す
省供

、に

火

の
そ）

曜

係
関

日

よ

稚 に
。道 定

る海 規

書

現道 道

木海 、

土北 り

内

堀 域

に 区

所事 の

業知 路

１番番

い の

置 次

え を

備

先 地先地地 ２地２８ 番
でま 先ま先

線
川
鵡
歳
千
道 ら道で か

り場 よ覧 に縦 定の

点
交

路置 道え の備 次に 、所

月

示 を告 用、 供て のい

実規

北で るよま すに日 施定
が知 測知道 、通海 旨る

堀 っ
法あ事 量

和。
昭た

部
務
林
産
水

道
海

北
を

類

り

、 お

て達 と

及
課
山
治

道区枝番字

３
変示
告也

先別

の郡地寒

路幸３豊

区浜

域頓か

敷
間ら
か
）

別ら

地
の

員らでらで

かまかま 幅

。ら るか す日 始の 開

延

し２ 北

道、そ週 海

同の間平 道

条関、成

路
告法
第係一 示

２図般年 第昭
項面の 和
のは縦月

道道

道道

第

也 律
法

達 年

新
び

島樹

福大

町花

館生

成
平

路
町
冠

線 年
月

先

豊郡地

字幸３

町枝番
別で

別頓ま

寒浜
町 間

前別
更の前後

変後

長
国道

道道
千

重線

の川間
鵡 との 歳

等

規、覧 号年

す

律に海供

法定北に日

り建る

第よ道
道設。

供路 第の道 ）路部 号
用整

線

始及 １
開課 第
を備 条

町広か地

線
檜島

字先 尾ら 山檜
班ノで

郡広 郡山林湯ま

類郡 ノ林は岱
忠尾 上森

村忠 国計小

村 字区か番
字類 町画班

山檜ま
生字 湯檜ら３

新
新 ノ

名

で

敷

の
始

開
用

供

日

地
の

員らでらで

かまかま 幅
延

北同

間る
け 区

お 複に

長

現
場木

土
蘭

覧室
道
海
縦

定
。の 規

る次 の
すび 項

海 道

所北 り

場 よ

覧 に

縦
置事 区

え知 の

備道 路

に
、 次

て堀 を

い 域

岱森山

国林郡番生

有管上１

渡署国先３

林理ノ地番

成
の平同

期
日

用 道
海供
北

間
区

五知

〇

区 等
複 道

国重

堀始
開 事

示 と

告 の

所所
業

の間
と

定ら
か也 決

日 り

の達 お

道現

海木海木

北土北土

館所広所

函業帯業

道現

所
也場

覧 達
縦



業 北

都の 海

事

同同同

道

業
市
告計

平 計 示画

成 画 第法

十 の 同同同

四 変 昭

年 更 号和

十 を

北 海

前

次柱郡松同同同同

標
るを

げと
掲号市郡

に９
ん前

地結町松同同同同

土線
のだ町

番

道 公 報

定供 北

急にそす松 海

傾よのる平前 道

斜り関。成町 告

二 地、係 示

の次図年越 第

急 崩の書

壊区は月傾
斜 に域、 号

よを北日地

第

川

平河廃廃廃

１２３４

敷敷 川 成川
等等

敷 年地地 川
生種 の 月がの 地
等

日じ類

号

北

河条そ 海

川のの 道

区規関 告

域定係 示

のに図 第

廃よ面

止りは

に、、 号

よ次北

二 年認

月 法 同同同可

十 律し

日

。
第た

第

１１地）

番番番号

火 地先
先国

条曜

１

有地第

国有

日

よ字二同同同同

地に

地

る囲
すて

存っ越

に
標ま地

地５２

柱れ番番番番番

域国国

号区先先

１た地

崩
柱番

標地地

ら有有

か

斜建危

災傾道壊

る急海

域

防崩部区

の地設険

害

害

関険災

に危防

止壊砂
指び

法に及

る域課

す区
定北

律

量

月数 位 年び

名た及 の
で地

二平白ま土

称日置
糠 級成
郡 河

白 川年
糠 庶

町 路月
庶 川

路

川お釧

廃と道

りの海
す現

等示木

地告土

敷り
備

たに

じ。所

生る業

が

８９規
の

項

、置

でえ

の

お
と

の
次

、
り

よ
に

定

７ 標１２３４５

号
９

都
り

ん
結
次
順

を柱６

で、

ま

る道

昭す海

標
び
及
線
だ

。函

和

現道

律木海

法土北

年館
業知

第
３え

第備堀

）に

号所事

第い

条置

路 水日
イ

番 北ト

６ イ

区 コ

甲 系
海
道川

６
区

同

堀ら
か

事先

知地

行に

施覧

法縦

川て

河い
す

令供

和。

昭る

５
事

画
計

市

第
令
政
年

札に
札 札

入入開開入
入

場日場日加
参 保 札札札

３４

と
号
１
柱

約海海札

次格契北北入

有が条道道執

の平を道
す行項札出行

い成
ず

局場

れ年るうを幌納の

縦

１て達

に北こ指示市

１２

規に

の覧也

項
成札調応納納札

平入入

に達接に

す具加

年付を家入入参

す

達番

月るる期場す

先

也地

北

次

３４

海

の 道

と

種事事

告

お

類業収使

示

り

用用 及の

第

一 のの び施業

名行

般 部部 称期

成市

平施都
１２

第
）
号

計
行
者
事 の 年画

時所時金よ
し
証 月業 名

す
と
う

所

者

海海成ににる

北北平
同同 道道

。。、

札本年じじは

幌庁

の

市舎月そ

中１

す中物所
区の

央階日者

。競場央品及

も海と名

日

当告争所区管び

該道
第札３課時

す示入北理

に条

る
こ

る丁

。又す６

と号関西

を

成名

平指目

は

事物一る

年停

必

等に

日項品式日所者
資

称成海な

名平北要

の

道 及
量月部

数２務

び年総格
知
室

日事

競 号

昭変変札
入
争

間地分分

和更更
なな以

１
年しし下

札

月入

称の

らい

かと

日」

画
計
市

市都
川川
砂砂

日

前積

北出午見

事
道

水
下

も

３納
条局

た

西入時っ

６札
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金
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丁室分契

五
一

道れ

海さ
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税

費
消
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９い
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告て

書
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物
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す
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。
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事
知

道
海
北

課 ）

成

す
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公
川
砂

業

で
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び

堀
事

知
道
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購

の
品
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費

消
方
地
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達

也
達

資



者契

イア

る切る

落で約名

税 を捨札あに に 課 額り

かす 当 事 加て者る関 相

し金なをる す 業 算たと

た額っ申事称 る 者

北 海

札落

提提開に入

そ号ア
額 のの札 出出げ金

札掲
係

に定 期場入に

時決 る

当 限所他及る

おに 札

道 公 報

８９
っ
約札札

落財て契要入入

規 者札書参参

務 交札入
則 付の作加加

効の込望

第 決有成申希

方定
方な要書者

法法入否のは 条

第

６７

。便便札交

第う郵郵入

）等又説

よ電書 の第には明付 条

る報の場 ７

よ付所 びか入に交 及条
札

号

保
以証入

平下金札

成を保
十消納証
四費付金
年税すの
十

金）たし務 金 で 等る納

北 を る 額を者出を 額 あ
入 か もはる担
す道 札 免 当っ、こ当海

札。る出 書 税 該て落と

業 額札決組納 に 事 金落

の物 載 者 に価定織局 記

にと速名品 す で 額格後

理 こ る １すや称管 る あ
のにび課 と か 円るか及

こ費

てた び消

い

。 を 未

等

２て 平北北の税

、っ

道道告の

には 成海海公
規、

納定扱

定入 年札出に取

幌す札

中物る
る書 月市局めい

資に
載 区管札
格記 日央品入

３課関
有さ 正北理に

を

出次 １札提、 第

しれ 午

限に 項に

所 定 場。り 規 のるよ の

交たの よ

でし定 に

所）

参 め

すを札 定

付者入 り

ら

者申 予

。札加 た

る落

入関 海第るに 北

札す郵北電 道

道番 務条はる便海話 財

認項号出号 規
ま、事番

のめ納 則
で

局 定な

和
めい－物－ 昭

品 る。

管 と－ こ理 年
北ろ北課

二」こ付

月ととの

十い。免

日

当方

相付

）納

。、

う除

火

を等

額法

曜

む、

含は

日

、費在

問 満で消所

。地

数札等

ず 端入税地

わ の

税 積 あ参課

見 がにの

、

きる業 っ とす事 も る加

あ 約 、はで 契 は者者 た

端費か 額 の消る 金 そ、

６条
い金 西る

なた 条す
し当 目に

のに 丁件
者額

た 札額 し 入金 反 た該 違
入 、の

財札

定

無５ 則、の 規は分 務

提 の
るを 格

す書 価
と込

囲

こ 範

る の

す 限

出 制
。

海

の
低

最
で

。 内

と

線 る札 規内 よ道 道
に海

第
。幌 則

市
中－

号央

。

条
３ 下

北 以

区

の自

）方

丁 規

６ 務

西 財
治
法

に

令 ５

行 の

施 分
す

和 当

昭 相

数税免 の 令 以

政 額

年 る

金等税
３４

を係の業

額に事 分
２
パ落平落落

ー札成札氏住札

者金 ソを

氏円 ナ決年の名所額

ル定

効に 第

コし月名１

相 と

１

。
各るす

す 条当

北

次 海

の平落 道

と成札 教

に お 育

り年係 庁

る 一 空

般月物 知

開

は
事１２３

も
を

格
価

る発及発

、平開れ開所

区地許び許

完成発

了

を名年

し年域域可氏可

又の た

と
」

目 則

。月は名受月

い

北

都 海
道市
網計 ここ詳

走画 のの細

支法 公入は

庁 告札、

告

の

第 上

のの入

札）
号 入

大月

及 在札
入

所の
こ

イ

及松 ンた

リ市た

ピ日日び下阪当

ュ住
）ス央の

ー月所ー中り

レ麗）

ク高価

・区単

タ

ト丁
ッ１

式ジ橋

一
品

式６

台株目

競 教

争日等 育

入の 局

札名 告 道

に称 示 教よ及 第

育りび

落数 号 庁札量

空

を
者

知決

教

工称け日

定北

含の番

に者び

日区た及

別軽成

紋紋遠平

ま住号

別
郡郡町

町北月

軽軽５

遠遠長年

昭

町

示和 内執札

第 容行説

年 はは明

号 予、書支

る

第 で開よ

律 定公に

法

あす
りる。

号 庁

更第

変）

、。
す

郵電中
を
約

地契
び

る条

こ

号号る

番番す

便話止
と
有

－－が
り －

役
締

取
表
代
号

社６
会番 し海

治
淳

井
宮

育た道

局

育

。教

告庁

示

松
長

局
育

教
知

空

字１川
北司網

里通健

豊条日

北

３建

２ 網目第 地 道丁指 番 海
走

第

太
長号

庁５

支－

告

り規

有の

が項

と１

こ

示

開
の

次
る

。よ

るに

得定

得

行
発

る 北

。

幌線 札内 道
海

市
中－
央

五区

二

夫
敏

田

房
昭

尾

西
条
３
北

目
丁
６

工
る

す
関

に
為



北 ７

海
道 契

警 約名所

平 察 に在

成 本 関称地

十 部 す

四 告 る

年 示 事北北

十 第 務海海

北 海

４５６

契一一平 落

約般般成 氏住札

の競競 金

相争争年

手入入北 円 名所額
東月をの道

１方札札海

立京当決公教

日

道 公 報

平落物パ落平落

１２３
者

成札品ー札成札

に等ソを

氏

年係のナ決年の

る名ル定

及

月物称コし月名

品及ンた

日等びピ日日び

第

北

次

７

海

の 道

と

契

教

お

約名所

育

り

に在

庁

一

関称地

根

般

す

室

競

る

教

争

事北北

育 務海海

号

約般般成

契一一平

５６

の競競
札海

手入入北

相争争年

決公教

をの道

方札

二 を道道

月 担教根道
十 号 当育室

日 す庁市警

組室盤

る根常

察

の育３

織教町

火 名局丁本 称企目

曜 及画

部 び総番

日

庁

キ都た定告育
所務地

室

ピ区のた根

ャ港りし

育

ル新価続教

タ西単手

示

会丁告

式２局

株橋）

第

社目

号

代番３

表

名量ー所

の数ュ住
取号

量式

数一

び
及

称タ

入

道
海

北台

局

札

を道道

告 担教岩道

に 示 当育見教よ 第 す庁沢
育り ４

落

る空市

号 組知８庁 織教条札

根

名局５を

の育西者

室 称企丁決
教

び総し

及画目定
育

た空

し庁

定告育
所務た

８
第

示
告

局
育

続教

手知

在課

号

告

理
地経

示

嘉
田

村
役

締

係
理
管

校
学

長
局
育
教

室
根

庁
育

教

一

木
青

局

地学
在課。

告 校

示

６７

係
理

管

に説

便便札交交

郵郵入

方

るる書

よよ明付付

に

４５

入入の場

札

札入入開開札

入入入
金 保 行札札札札証

執保

３

夫
良

場場日場日は

の

約海海話

次資契北北電

をが条道道番

の平格道
有行項札警号

い成
ず
れ年すうを幌察

２
に北る指示市本

ッ達に

調ネ調契納札
入

ワす加

をトを約入参

達
入

次

１
るーる期場す

す
に

と成札

の平
お

す

り年付

一

及付所法

札札交

般月る

電関
びに

等

る海海話の

報す北北電
警号所

よ事道道番場

に
入幌察で

る項札

交 札市本

す

は中部－付

、央総

る

時金免

所、
証

－ 認区務

る

日す

び除

及所時所

海海成にに。

時北北平
同同 道道

。。

札警年じじ

幌察
市本月

中部
区階

央１日

央総－ も海こ名す中部

該道と競場

当告。争所区務

す示入北部－

る第札２会

に条計 こ
。又す７内

と号関西課

平指目

はる丁線

成名
を

借間所者

賃ク賃る

年停

品犯品必

物用物に

借利

約な

の罪の平平る契要
担資

名捜仕成成。

称査様
２１者

及用等年年当格
の

数ス月月等

びシ
量テ入１

事

説かを定

ム札日日指

競
札
入
争日項

下
以

め北部。

い
と
」

札
入

な２会
丁線 ７内 。西課

い条計
目

五
三

時

条会１

２札後

北入午

西場
７

て

道れ

海さ

北止

目
丁分

と

号こ

９い

第な

示い

告

ら限す

物
る

す
定

規。

に

に月に場

一書３度る

明

当所

式
よ

で約

月。ま契

１る日該

のだを

りた間

た。期

当

る

）予す

価、長

単し延

施道

実海

を北

）
。

う

算

品

上
長

部

。本

る察

す警

が
範と

のこ

の
借
貸

賃
の

都
美

原

、得
でり
内有

囲

男



１

達

成札調交調納納

平入
に達通

す則す

年付を反を入入

す
物付物

月るる納る期場

事

日項品書品限所

北 海

北

次 海

の 道

と

イ

警

お

ここ詳

察

り

所のの細

本

一

入入は

部

般 在札札、

告

競

及の入

示

争

び執札

第 地契行説

道 公 報

者契

イア

る捨税

落で約名

をた業札あに 分 額て事

加金者者る関 の
とかす 算額で

申事称

し）あになをる

たをる相っ

第

９

開に入

当契要そ号ア

月

げ金

札 り書掲札落

た約

決 単成る額 のの札 の作
要札に

に定 価の入等

時

当 を否他及係

おに ）

号

海 札の

落北項
１

８
平道 者規

成財 の定
十務 決に
四規 定よ
年則 方り
十

様平契

名仕

のの

法定

称

等成約 及

担 び

年当
の

札月等

量入１者 組 数

説

入

よる

にす

書定

明日指

約は明

は、書札
号 北電、公に

達する下

海話調開よ以

札号手る。

道番
幌続。入

の札 市

止と

中－停」

央

等い

北がう － 区

有。 ２

者出を

金もか当たし務

税るはる担北

額っ免す

て

す道

当落事金、こ当海

札。る警

該札業額落と

格で入決組察

金価者を

の部

にとあ札定織本

額

かに速名総

１する書後

部

未のを記や称務

円る

すにび会

満で問載か及

消

てた もびる

い

の、わ

税

２て ての費

、っ っこ
び

規、 札告及

には 入公
定入 に

る書 効め方

す札 有定地

格記 入入費

資に なる消

有さ にに
を載 札札税

しれ 限関以

二昭め

月和た

十予

日

道
海格

北価
年定

規１

火

第当
則月

曜た
号り

日

警
道

海
北。所

る場

。の

り）

原
上

長
部
本
察

施 線 ７る実 内 西得を

条

す

丁。

目

る

在課

端入ずる消所計

。

に見と税地

数札、こ費

る加もの

あ参積。等

が

１事

きるた税

とすっ課

そ、当者

、は月業

は者
のる

端費りあ

の消たで

た るす下

金等契か

数税

い金 。る
な

のに し件費

者額 ）条消

た該 者違等 し当 たに税

札額 落しと 入金 を反」

者入う 、の 札たい

財 と札。

る、のの 規 すは）分 務

）
下価

以単
。無取５ 則

」範 則の 規限 務制 財の
）低 。最 うで い内 と囲

男
都
美

の

８９
っ

交札入約

落財て契要そ
の 則 付の作

規 者札書

務

６７

方定効の

第 決有成

。便便札交

第う郵郵入

入
札）にに説
る書 の 保第よよ明付 条

る 証

入入の場 ７

事

を係金税

額に約免

金

５

り課の業

切る額

入保
下 札金 札

入開開入以証

保 札札札にを

に 第

日場日加付
消 参納

効扱
相 とい

３４
。
各るす

す 条当

海話札入

資契北北電入

が条道道番執

格道約海

の

有行項札警号行札

を
すうを幌察

場場

価 第

る指示市本

格
条

２
第１

にい成

札の平

入次
参ず
すに北

加れ年

方な要
に １札 第 法法入否他 条
限 項

定 番場。 規 話のる の 電
でし に

号所）

交た よ

すを 定

－付者 り

る落 め

所 びか の札札交 及条

－

第 付びに 北ら 納等及付

の電関 海

報す北北 道 免

道道 務 除条にる海海 財
でる項札警 規
、まよ事

札市本

付の入幌察 則
納
方定

、央総 和
法めは中部 昭
等る

はと認区務

所時金よる
税 しす

証費
す。
と とと

」 うこ
等 時

者
う 海成ににる

い 北平
同同。 道

。。、
） 警年じじは
相 察

の
当 本月そ
額 部

含 階の
を １日者

及所

こ名す中部－所

と競場央総

び

入北部日 － 。争所区務

時北 札２会

海

７札 内 関西課道

に条計

市

る丁幌 線 す
指目

中 名

者該道

るも海

停区

を央

要る第

必す示

に当告

なこ
成
平

は

格。又

資と号

。札 た

年

者 予
と 定

制
。 の 線る 格 内す 価
限

め北部 年

最
で

内
囲

範
の

計 海
地ろな２会 北
、こ

自よ。西課 道
方にい条

目 第
法。丁 則
治る７ 規
施
行
。
令号

和下
昭以

。 札後積
む 入午見

年財

た
の 場時っ

） 会２も
契

に
額５
金の
約分

止北

及る
税す

費当
消相

な丁

い７

て西

れ条

さ２

示
告

道
海
北

。
と

こ
い目

に
号
９

第

五規

四

も
を

格
価

の
低

印
る

す
定

」
第則

令規
政務

方上
地以

び額

）い
号と

製
の
物

刷

税札
費入

消の

の
造



指石操こいけ
と受

１２

示狩業のうな

平 区・の漁。け

成 域後承業）れ

十 志認のにば

四 支操、な

年 庁業いら

十 管をかな

北 海

漁第知定 石

石事に 狩業
狩許基平 後条

及可づ成 志及 漁
び漁き 海び 業
後業、年 区北 法
志を次 漁海

支除の月 業道 昭
庁くと 調海 和
管。お日 整

道 公 報

入は

所のの細

ここ詳

イ

執札

及の入 在札札、

入

地契行説

び

第

約名

る捨税相者契

イア

す札あに

額て事当落で

加金者る者る関

をた業

なをる

算額で金とかす

るをっ申事称

し）あ額

たを

号

金

札掲札落

開に入
号ア

定 入等

時決 る額

の札 げ

当 及係

おに 札に

に

二 内しない

月 共よご。

十 同う・

日

み

権るあ

業すき

漁とお

石場は漁

漁者

火

後域石承

狩区、業

曜

海と後申

志内狩認

日 区す志請

面

内以り 委

沖下指

漁 年

員

合示

業 法

会調 律
海こす 指

域のる

整 第

示規

に漁。 第

お業 号則

２

） い」 号

和 てと 第昭

、い

条
な） 規北 か。 の年 いう

は、書

約は明

海

委石

北電、公に

狩

道番達する

海話調開よ

後員 札号手る。

志 幌続。
の 市海 中－停会 止 央区

等 － 区

漁 北が
有 ２指業

者出を

金もか入たし務

税書はる担北

額っ免札

て

す道

当落事に、こ当海

札。る警

該札業記落と

格です決組察

金価者載

の部

にとある定織本

額

かと速名総

１するこ後

部

未のを。や称務

円る
、わにび会

満で問か及

、っ こ消

てた びる

い

の

告等

には 公税

２て の費

す札 定取

定入 にの

規、
記 入
資に るい

る書 め扱

しれ 関
有さ に

を載 札
格

業区

漁る海書
調第

整記業記

調別漁別

会お委号

員と整１

委の
。）

長）会式

会り員様

村出
下提

中以を

規 又操 に道 ごの 定

本し

つ く第 おに づ則 は業 基
き
共 あい

第 業
を、 ） 漁
みて 号 同

こ第 条 漁
る法 ５ 権

と同
の 業 と

り

目第 び定

を条 規 並

西得

条
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